
つくばみらい市つくばみらい市
議会だより議会だより 第13号

平成21年８月20日
発行

発行：つくばみらい市議会／編集：議会広報特別委員会
〒300-2492　つくばみらい市加藤 237番地　TEL0297-58-2111（代表）　FAX 0297-20-5760
URL　http://www.city.tsukubamirai.lg.jp　Eメール　gikai01@city.tsukubamirai.lg.jp

板橋コミュニティセンターで開催した「議員研修会」

主
な
内
容

平
成
21
年
第
２
回
臨
時
会

◎ 

平
成
21
年
第
２
回
臨
時
会
は
５

月
26
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
第
２
回
定
例
会（
６
月
）

◎ 

平
成
21
年
第
２
回
定
例
会
は
、

６
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
の
８

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

◎ 

第
２
回
定
例
会
で
は
、
人
事
案

件
５
件
、
補
正
予
算
３
件
及
び

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
計
17
件

（
請
願
含
）
の
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。各
議
案
に
つ
い
て
、

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎

重
な
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
21
年
第
３
回
臨
時
会

◎ 

平
成
21
年
第
３
回
臨
時
会
は
７

月
17
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

じ

も

く

議
案
の
概
要 

Ｐ
２

一
般
質
問 

Ｐ
５

平
成
平
成
2121
年
第
２
回
定
例
会
及
び　
　

年
第
２
回
定
例
会
及
び　
　

臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
平
成
2121
年
第
２
回
定
例
会
及
び　
　

年
第
２
回
定
例
会
及
び　
　

臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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会
期
・
日
程

●
５
月
●
臨
時
会

26
日
（
火
）
本
会
議

　

 

議
案
の
上
程
及
び
説
明　

質
疑
、
討
論
、
採
決

●
６
月
●
定
例
会

11
日
（
木
）
本
会
議

　

開
会

　

会
期
の
決
定

　

 

議
案
の
上
程
及
び
説
明　

人
事
案
件
の
採
決

　

一
般
質
問

12
日
（
金
）
本
会
議

　

一
般
質
問

　

議
案
に
対
す
る
質
疑

　

議
案
の
委
員
会
付
託

15
日
（
月
）
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

16
日
（
火
）
常
任
委
員
会

　

経
済
常
任
委
員
会

18
日
（
木
）
常
任
委
員
会

　

 

経
済
常
任
委
員
会

　

本
会
議

　

 

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論

採
決

　

 

閉
会
中
の
継
続
調
査（
議
運
・

広
報
）・
審
査
（
経
済
）

　

閉
会

●
７
月
●
臨
時
会

17
日
（
金
）
本
会
議

　

 

議
案
の
上
程
及
び
説
明　

質
疑
、
討
論
、
採
決

平成 21年　第２回臨時会　　議決一覧表

議案番号 議　　　　案　　　　名 議案の概要 結　果

報告第 2号 専決処分の報告について（第 2号）
庁用車車両事故による損害賠償の額を
定めたことについて、報告するもので
す。

報 告

承認第 1号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（第1号）

平成 20年度つくばみらい市一般会計補
正予算（第 7号）について、専決処分
をしたので承認を求めるものです。

原案承認承認第 2号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（第 2号）

つくばみらい市税条例の一部を改正す
る条例について、専決処分をしたので
承認を求めるものです。

承認第 3号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（第 3号）

つくばみらい市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例について、専決処
分をしたので承認を求めるものです。

議案第37号
つくばみらい市職員の給与に関す
る条例等の一部を改正する条例

5月 1日に出された人事院勧告に基づ
き、6月に支給する期末手当及び勤勉
手当の額を暫定的に減額するため、条
例の一部を改正するものです。

原案可決

平成 21年６月　第２回定例会　　議決一覧表

議案番号 議　　　　案　　　　名 議案の概要 結　果

報告第 3号
平成20年度つくばみらい市一般会
計繰越明許費繰越計算書について

繰り越した事業費について、繰越明許
費繰越計算書を報告するものです。

報　　 告報告第 4号
平成 20年度つくばみらい市公共
下水道事業特別会計繰越明許費繰
越計算書について

報告第 5号
平成 20年度つくばみらい市一般
会計継続費繰越計算書について

農業振興地域整備計画策定業務の逓次
繰越額等を報告するものです。
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議案番号 議　　　　案　　　　名 議案の概要 結　果

報告第 6号
平成20年度つくばみらい市水道事
業会計継続費繰越計算書について

小貝川水管橋改修事業の逓次繰越額等
を報告するものです。

報 告

諮問第 1号
人権擁護委員の推薦につき意見を
求めることについて

Ｈ 21 年 9 月 30 日の任期満了に伴い、
人権擁護委員法の規定により意見を求
めるものです。

適 任

同意第 1号

固定資産評価審査委員会委員の選
任について

地方税法の規定により同意を求めるも
のです。

同 意

同意第 2号

同意第 3号

同意第 4号 教育委員会委員の任命について

Ｈ 21 年 6 月 27 日の任期満了に伴い、
地方教育行政の組織及び運営に関する
法律施行令の規定により同意を求める
ものです。

議案第38号
つくばみらい市医療福祉費支給に
関する条例の一部を改正する条例

茨城県の妊産婦医療福祉制度（妊産婦
マル福）の見直しにより、助成対象外
となった疾病について、市の単独事業
として今までどおり支給を行うため、
条例の一部を改正するものです。

原案可決

議案第39号
平成 21 年度つくばみらい市一般
会計補正予算（第 1号）

歳入歳出それぞれ 6千 128 万７千円を
追加し、予算の総額を 139億 2千 358
万 7千円とするものです。

議案第40号
平成21年度つくばみらい市国民健
康保険特別会計補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ 97万円を追加し、予
算の総額を 43億 1千 902 万 8千円と
するものです。

議案第41号
平成 21年度つくばみらい市農業
集落排水事業特別会計補正予算（第
1号）

歳入歳出それぞれ 50万円を追加し、予
算の総額を 3億 643万 9千円とするも
のです。

発議第 4号 北朝鮮の核実験に抗議する意見書

北朝鮮が強行した 2回目の核実験は、
国際的な核不拡散体制に対する重大な
挑戦であり、唯一の被爆国である我が
国として、決して容認できるものでは
ない。よって、政府において国際社会
と協調し、北朝鮮に対して、核兵器開
発の中止と核の放棄を求める断固たる
行動をとるよう要望する意見書を提出
するものです。
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人
事
紹
介

人
事
紹
介

番　　号 請願・陳情名 結　　果

請願第 2号 介護保険に関する請願書 不採択

請願第 3号「気候保護法（仮称）」の制定を求める請願書 継続審査

請願第 4号 農地法の「改正」に反対する請願 不採択

陳情第 2号
「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を
求める意見書に関する陳情書

全議員及び執行部に配付しました

陳情第 3号
介護型療養病床廃止中止を求める意見書採択を求め
る陳情

諮
問
第
１
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
１
名
が
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
法

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
意
見
を
求

め
ら
れ
、
次
の
方
の
推
薦
に
同
意

し
ま
し
た
。

下
小
目　

渡わ
た

邉な
べ　

茂し
げ
男お
（
再
任
）

同
意
第
１
号
か
ら
３
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

つ
く
ば
み
ら
い
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
３
名
が
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
地
方
税
法
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
方
の
選
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

守
谷
市　

村む
ら
上か

み　

功の
り
夫お
（
新
任
）

福
岡　
　

寺て
ら
脇わ

き　

利と
し
美み
（
新
任
）

鬼
長　
　

神こ
う
戸べ　

一か
ず
夫お
（
新
任
）

同
意
第
４
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

つ
く
ば
み
ら
い
市
教
育
委
員
会
委

員
１
名
が
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。

城
中　
　

久く

下げ　

伸の
ぶ
子こ
（
新
任
）

人
事
紹
介

人
事
紹
介

人
事
紹
介

人
事
紹
介

平成 21年　第３回臨時会　　議決一覧表

議案番号 議　　　　案　　　　名 議案の概要 結　果

報告第 7号 専決処分の報告について（第3号）
印鑑破損事故による損害賠償の額を定
めたことについて、報告するものです。

報 告

承認第 4号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（第 4号）

平成 21年度つくばみらい市一般会計補
正予算（第 2号）について、専決処分
をしたので承認を求めるものです。

原案承認

議案第42号
平成 21 年度つくばみらい市一般
会計補正予算（第 3号）

歳入歳出それぞれ2億 8千 743万 4千
円を追加し、予算の総額を 143 億１千
544万円とするものです。

原案可決
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●
海
老
原
議
員　

私
は
、
当

初
か
ら
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
反
対
で
あ
っ

た
が
、
完
成
後
は
、
心
の
中

で
や
っ
た
以
上
は
成
功
し
て

も
ら
い
た
い
、
と
思
っ
て
い

た
。
ま
た
、
県
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
２
期
事
業
の
企
業

や
研
究
機
関
を
含
め
て
の
メ

デ
ィ
ア
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
構
想

海老原　弘　議員

ワープステーション
江戸について

に
も
大
い
な
る
希
望
を
持
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
旧
伊
奈

町
の
15
億
円
を
超
え
る
支

出
に
も
係
わ
ら
ず
、
今
の
状

態
は
、
誰
が
見
て
も
失
敗
に

終
わ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得

ず
、
残
念
で
あ
る
。
つ
く
ば

み
ら
い
市
と
し

て
の
主
体
性

を
、
今
、
ど
の

よ
う
に
回
復
さ

せ
る
の
か
。
そ

し
て
、
今
後
の

見
通
し
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
の

か
。
こ
の
ワ
ー

プ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
失
敗
で
、

メ
デ
ィ
ア
パ
ー

ク
事
業
の
導
入

が
出
来
な
か
っ

た
責
任
を
、
ど

の
よ
う
に
市
長

は
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、

答
弁
を
お
願
い
し
た
い
。

●
市
長　

い
ろ
い
ろ
と
ご
心

配
を
お
か
け
し
て
い
る
が
、

昨
年
、
つ
く
ば
み
ら
い
企
業

誘
致
等
促
進
協
議
会
を
設
立

し
、
県
と
市
で
企
業
誘
致
の

工
事
業
は
６
事
業
で
あ
る
。

総
事
業
費
は
、
当
初
計
画
よ

り
24
億
円
増
え
て
１
１
７
億

円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
合

併
特
例
債
は
公
債
費
（
元
利

償
還
額
）
の
７
割
が
地
方
交

付
税
に
よ
っ
て
措
置
さ
れ
る

が
、
残
り
３
割
は
市
の
負
担

で
あ
る
。
今
後
予
定
通
り
未

着
工
事
業
を
進
め
る
と
、
Ｈ

22
年
度
よ
り
特
例
債
の
発

行
額
が
大
幅
に
増
加
し
、
公

債
費
も
同
じ
よ
う
に
増
加
を

す
る
。
ま
た
、
常
総
地
方
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
ご

み
処
理
施
設
建
設
な
ど
も
控

え
、
財
政
負
担
も
心
配
さ
れ

る
。
財
政
健
全
化
法
の
制
定

に
よ
り
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
も
今
後
厳
し

く
問
わ
れ
、
一
般
事
業
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。
合
併

特
例
債
事
業
の
未
着
工
事
業

の
計
画
変
更
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
如
何

か
。

●
市
長　

現
在
の
計
画
通

り
、
合
併
特
例
債
事
業
や
丘

陵
部
の
都
市
計
画
道
路
事

業
、
丘
陵
部
の
公
共
公
益
施

設
用
地
の
取
得
、
さ
ら
に
は

学
校
耐
震
補
強
事
業
な
ど
を

進
め
る
と
、
土
地
区
画
整
理

中山　栄一　議員

合併特例債事業の進行
と財政的負担について

活
動
を
行
っ
て
お
り
、２
、３

の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
今
後
も
県
と
連
絡

を
取
り
合
い
、
企
業
誘
致

を
図
っ
て
い
く
方
針
で
参
り

た
い
。
ま
た
、
そ
れ
が
、
私

の
責
任
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

市
職
員
の
指
導
監
督
に

つ
い
て

ワープステーション江戸

●
中
山
議
員　

合
併
特
例
債

事
業
は
、
Ｈ
27
年
度
ま
で
と

終
期
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、

現
在
３
事
業
が
終
了
し
、
４

事
業
に
着
手
、
そ
し
て
未
着
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岡
田
議
員　

来
年
、
伊
奈
地

区
の
市
分
譲
住
宅
は
40
年
目

で
借
地
更
新
を
迎
え
る
が
、

入
居
者
の
高
齢
化
も
進
み
、

14
地
区
の
契
約
戸
数
の
約

11
％
に
あ
た
る
60
戸
が
空
き

家
の
状
態
に
あ
る
。
防
災
、

防
犯
や
地
区
小
学
校
児
童
減

少
対
策
上
、｢

空
き
家
期
間

の
制
限｣

や｢

家
屋
持
ち
主

が
安
心
し
て
転
貸
で
き
る
環

境
づ
く
り｣

の
規
約
変
更
が

必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

東
栗
山
住
宅
内
に
あ
っ
て
、

他
地
主
と
の
将
来
不
公
平
が

生
じ
か
ね
な
い
埋
蔵
文
化
財

指
定
の
土
地
を
発
掘
調
査
等

の
研
究
を
し
、
指
定
解
除
の

努
力
を
す
べ
き
で
は
な
い
の

事
業
の
１
１
９
条
分
担
金
や

合
併
特
例
債
を
合
わ
せ
、
Ｈ

27
年
度
末
に
は
約
１
７
５
億

円
の
起
債
の
借
入
れ
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
に

つ
い
て
は
、
洗
い
直
し
を
し

て
、
将
来
に
過
大
な
負
担
を

残
さ
ぬ
よ
う
進
め
て
参
り
た

い
。

●
総
務
部
長　

合
併
特
例
債

事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
の
10

年
間
で
達
成
し
た
い
と
い

う
の
が
基
本
的
な
考
え
で
あ

る
。
し
か
し
、
Ｈ
23
年
度
か

ら
25
年
度
の
３
年
間
で
、
投

資
的
経
費
が
単
年
度
平
均
約

40
億
円
程
度
に
膨
ら
み
、
歳

入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
歳
出
超
過
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
国
庫

補
助
の
取
入
れ
な
ど
を
模
索

し
な
が
ら
検
討
し
て
参
り
た

い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

学
校
給
食
の
自
校
方
式

に
つ
い
て

岡田　伊生　議員

市分譲住宅について

か
。
貯
水
槽
や
蒸
発
散
槽
等

の
施
設
が
埋
設
さ
れ
て
い
る

土
地
に
つ
い
て
も
、
市
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

●
都
市
建
設
部
長　

空
き
家

に
つ
い
て
は
、
個
人
の
財
産

の
運
用
を
規
制
す
る
こ
と

は
、
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
埋

蔵
文
化
財
の
調
査
に
つ
い
て

は
、
土
地
所
有
者
の
今
後

の
土
地
利
用
等
の
意
向
を
伺

い
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良

い
の
か
を
検
討
し
た
い
。
さ

ら
に
、
空
き
地
に
埋
設
さ
れ

る
浄
化
槽
、
蒸
発
散
槽
及
び

貯
水
槽
に
つ
い
て
は
、
市
分

譲
住
宅
に
付
随
し
た
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
市

が
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

●
市
長　

空
き
家
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
来
年
３
月
の
契

約
更
新
で
契
約
内
容
を
見
直

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
市

が
仲
介
役
の
立
場
に
立
っ

て
、
地
権
者
、
入
居
者
と
話

し
合
い
を
進
め
て
参
り
た

い
。
な
お
、
空
き
地
に
つ
い

て
は
、
貯
水
槽
等
も
借
り
て

お
り
、
今
ま
で
ど
お
り
、
市

が
利
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

堤　　　實　議員

県道つくば野田線の
整備予定について

●
堤
議
員　

玉
台
橋
か
ら
茨

城
ゴ
ル
フ
場
先
の
高
岡
交

県道つくば野田線<常陽カントリークラブ付近>

フ
付
近
の
拡
幅
工
事
の
具
体

的
な
時
期
を
伺
い
た
い
。
さ

ら
に
、
県
道
あ
る
い
は
国
道

２
９
４
号
線
も
含
め
て
歩
道

と
車
道
の
間
の
植
樹
が
伸
び

過
ぎ
て
、
見
通
し
が
悪
く
危

険
で
あ
る
た
め
、
県
に
剪
定

を
お
願
い
し
た
い
。
加
え

て
、何
よ
り
危
険
な
こ
と
は
、

こ
の
県
道
は
通
学
道
路
で
も

あ
る
。
歩
道
の
確
保
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。
最
後
に
、
玉

台
橋
か
ら
小
絹
東
交
差
点
ま

で
の
４
車
線
工
事
計
画
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。
全
国
的
に

は
人
口
の
減
少
傾
向
に
あ
る

差
点
ま
で
の

全
長
９
・
５

ｋ
ｍ
の
県
道

３
号
線
の
整

備
予
定
の
中

で
、
小
絹
東

交
差
点
付
近

は
特
に
交
通

量
が
多
く
、

人
身
事
故
が

多
発
す
る
場

所
で
、
渋
滞

緩
和
策
が
急

務
で
あ
る
。

ま
た
、
常
陽

カ
ン
ト
リ
ー

と
茨
城
ゴ
ル
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中
、
当
市
は
毎
年
増
加
し
て

い
る
。
県
と
し
て
も
最
も
重

要
な
道
路
で
、
投
資
効
果
の

あ
る
、
整
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
所
で
あ
る
。
住
民

の
意
向
に
応
え
、
早
期
完
成

を
強
く
お
願
い
す
る
。

●
都
市
建
設
部
長　

渋
滞
緩

和
対
策
に
つ
い
て
、
県
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
国
道

２
９
４
号
線
か
ら
玉
台
橋
方

面
へ
の
左
折
に
あ
た
り
、
大

型
車
両
を
考
慮
し
た
緩
和
の

車
線
を
検
討
し
て
お
り
、
玉

台
橋
か
ら
は
、
交
差
点
の
右

折
レ
ー
ン
を
長
く
し
た
い
と

の
回
答
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

ゴ
ル
フ
場
周
辺
の
拡
幅
に
つ

い
て
、
県
は
、
Ｈ
27
年
度

ま
で
に
道
路
工
事
を
完
了
さ

せ
、
併
せ
て
、
歩
道
を
設
置

し
て
歩
行
者
の
安
全
を
確
保

す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
歩
道
間
の
植
栽

に
つ
い
て
は
、
適
切
な
維
持

管
理
を
県
に
お
願
い
し
た

い
。
さ
ら
に
、
谷
和
原
庁
舎

付
近
か
ら
み
ら
い
平
ま
で
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

県
が
引
き
続
き
用
地
の
取
得

を
進
め
て
お
り
、
Ｈ
21
年
度

事
業
と
し
て
、
坂
下
橋
か
ら

西
側
３
０
０
ｍ
の
区
間
、
道

●
秋
田
議
員　

県
事
業
に
よ

り
、
Ｈ
24
年
整
備
完
了
を
目

標
に
、
人
口
１
万
６
千
人
定

着
を
想
定
し
た
開
発
が
進
ん

で
い
る
。
そ
の
開
発
区
域
内

に
学
校
建
設
用
地
３
ヶ
所
、

地
区
公
園
１
ヶ
所
が
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

学
校
建
設
用
地
計
画
と
地
区

公
園
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
な
お
、
学
校
建
設

が
大
幅
に
遅
れ
多
年
を
要
す

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
建
設
ま

で
県
か
ら
借
用
し
グ
リ
ー
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
、
広
く

市
民
に
開
放
し
、
多
目
的
広

場
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
と

し
て
有
効
活
用
を
考
え
て
み

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
地
区

秋田　政夫　議員

伊奈谷和原丘陵部一体型特定土地
区画整理事業における学校用地並
びに地区公園整備について

路
北
側
の
歩
道
を
計
画
し
て

い
る
と
確
認
し
て
い
る
。
な

お
、
玉
台
橋
か
ら
小
絹
東
交

差
点
ま
で
の
４
車
線
化
の
要

望
に
つ
い
て
は
、
県
の
交
差

点
改
良
の
完
成
を
待
ち
、
そ

の
状
況
を
見
て
総
合
的
に
判

断
し
た
い
と
思
う
。

●
副
市
長　

県
道
つ
く
ば
野

田
線
に
つ
い
て
は
、
毎
年
県

に
要
望
を
し
て
お
り
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
る
が
整
備
が
進

ん
で
い
る
。
特
に
ゴ
ル
フ
場

の
間
の
道
路
の
拡
幅
に
つ
い

て
は
、
以
前
よ
り
市
議
会
か

ら
の
要
望
も
い
た
だ
い
て
お

り
、
昨
年
度
、
市
長
が
直
接

県
知
事
に
要
望
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
当
該
県
道
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
、
県
の
方
も

充
分
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
、
引
き
続
き
要

望
を
し
て
、
出
来
る
だ
け
早

い
整
備
の
完
成
を
図
っ
て
参

り
た
い
。

公
園
に
つ
い
て
は
、
残
り
少

な
い
自
然
を
保
護
し
て
自
然

体
験
学
習
が
出
来
る
公
園
で

あ
っ
て
欲
し
い
し
、
利
用
者

側
の
市
民
の
意
見
や
ニ
ー
ズ

を
反
映
さ
せ
た
公
園
整
備
を

ぜ
ひ
望
み
た
い
。
な
お
、
運

営
形
態
に
つ
い
て
は
、
財
政

負
担
の
少
な
い
市
民
や
各
種

団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
自
主
的
に

管
理
で
き
る
体
制
を
希
望
す

る
が
、
他
の
公
園
も
含
め
将

来
の
管
理
費
の
想
定
額
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

●
都
市
建
設
部
長　

地
区
公

園
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
22
年
度

か
ら
造
成
工
事
に
入
る
予
定

で
、
散
歩
や
軽
い
運
動
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
が
で
き

る
広
場
、
休
憩
地
等
を
整
備

し
憩
い
の
場
、
そ
し
て
ふ
れ

あ
い
の
場
の
提
供
を
考
え
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
丘
陵
部

の
地
区
公
園
の
維
持
管
理
費

に
つ
い
て
は
、
１
千
万
円
程

度
を
予
想
し
て
い
る
。
な
お
、

学
校
敷
地
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
今
年
の
秋
に
利
用
可
能

と
な
る
２
ha
規
模
の
近
隣
公

園
や
、
現
在
あ
る
公
園
の
利

用
状
況
な
ど
を
勘
案
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
参
り
た
い
。

●
教
育
長　

学
校
用
地
の
造

成
工
事
に
つ
い
て
は
、
県
の

区
画
整
理
事
業
の
一
つ
と
し

て
Ｈ
23
年
度
か
ら
24
年
度
に

か
け
て
行
わ
れ
る
予
定
だ
と

確
認
し
て
い
る
が
、
市
が
取

得
す
る
ま
で
の
期
間
は
県
の

管
理
下
で
あ
る
。
な
お
、
学

校
建
設
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
中
に
設
置
す
る
義
務
教
育

施
設
の
適
正
配
置
審
議
会
に

お
い
て
、
み
ら
い
平
地
区
へ

の
学
校
建
設
も
審
議
を
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

合
併
特
例
債
事
業
計
画

に
対
す
る
財
政
措
置
の

あ
り
方
に
つ
い
て

近隣公園<紫峰ヶ丘４丁目655街区>
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坂　　　洋　議員

小中学校の学校耐震化
について

●
染
谷
議
員　

厳
し
い
経
済

状
況
の
中
、
共
働
き
家
庭
の

増
加
に
よ
り
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
者
は
毎
年
増

加
を
し
、
本
市
で
は
10
の
小

学
校
中
、
今
年
度
よ
り
１
校

が
増
設
さ
れ
６
校
で
実
施
を

し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
児

童
ク
ラ
ブ
の
保
護
者
負
担
金

は
現
在
、
通
年
申
し
込
み
も

期
間
限
定
も
一
律
月
額
４
千

円
で
あ
る
が
、
春
休
み
、
夏

休
み
、
冬
休
み
の
み
の
期
間

限
定
に
つ
い
て
は
、
１
ヶ
月

間
に
３
日
か
ら
４
日
間
と

い
っ
た
少
な
い
開
級
日
で

中
学
校
の
耐
震
化
率
は
何
％

か
。
③
耐
震
化
を
要
す
る
校

舎
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。
④

そ
の
改
修
内
容
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
⑤
耐
震
化
率

１
０
０
％
達
成
へ
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

●
教
育
長　

耐
震
化
を
進
め

る
基
準
に
つ
い
て
は
、
数

値
の
低
い
学
校
か
ら
進
め

る
べ
き
で
は
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
学
校
の
適

正
規
模
・
適
正
配
置
審
議

会
の
審
議
結
果
で
、
建
て
替

え
等
も
あ
る
た
め
、
数
値

以
外
も
検
討
し
な
が
ら
進
め

る
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
市

内
の
学
校
に
は
校
舎
が
40

棟
、
体
育
館
が
16
棟
あ
り
、

耐
震
化
を
満
た
し
て
い
る
の

は
41
棟
で
、
耐
震
化
率
は

７
３
・
２
％
で
あ
る
。
最
後

に
達
成
計
画
で
あ
る
が
、
前

述
の
と
お
り
審
議
会
の
結
果

に
よ
り
進
め
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
現
段
階
で
は
明
言
で

き
な
い
が
、
耐
震
化
の
補
助

事
業
に
つ
い
て
県
と
も
交
渉

し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
具
体
策
が
出
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

可
燃
ご
み
の
減
量
化
に

つ
い
て

費
を
要
し
、
基

本
的
に
は
応
分

の
負
担
が
原
則

で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る

が
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
、
今
後

ど
の
よ
う
に
し

た
ら
良
い
か
を

検
討
し
て
参
り

た
い
。

●
市
長　

放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ

の
保
護
者
負
担

金
に
つ
い
て

は
、
延
長
の
割

り
増
し
も
、
制

●
坂
議
員　

小
中
学
校
の
学

校
耐
震
化
と
安
全
性
の
確

保
は
、
最
重
要
課
題
で
あ

る
。
谷
和
原
中
学
校
で
は
、

教
室
棟
、
管
理
棟
の
各
３
階

建
て
は
建
築
物
の
耐
震
性

能
を
表
す
数
値
の
Ｉ
Ｓ
値
が

０
・
１
６
で
あ
り
、
こ
れ
は

大
規
模
な
地
震
に
対
し
て
、

崩
壊
ま
た
は
倒
壊
す
る
可
能

性
が
高
い
数
値
で
あ
る
。
国

に
よ
る
財
政
支
援
が
大
幅
に

行
わ
れ
る
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

生
か
し
、
耐
震
化
の
促
進
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
次
の
点
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。
①
建
築

物
改
築
の
採
択
基
準
、
優
先

順
位
は
。
②
市
に
お
け
る
小

あ
っ
て
も
同
額
と
な
っ
て
い

る
。
負
担
額
に
つ
い
て
は
、

全
体
的
に
軽
減
す
る
こ
と
が

理
想
で
、
特
に
期
間
限
定
の

場
合
や
一
家
で
２
人
以
上
が

登
録
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い

て
は
、
料
金
設
定
の
見
直
し

を
し
て
保
護
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

●
保
健
福
祉
部
長　

夏
休

み
、
冬
休
み
等
の
短
い
期
間

の
負
担
金
額
は
、
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

２
人
世
帯
に
つ
い
て
は
、
１

人
あ
た
り
年
間
12
万
円
の
経

限
も
せ
ず
、
一
律
で
負
担
を

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
実
情
に
合
っ
た
負

担
、
ま
た
保
護
者
の
大
き
な

経
済
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

検
討
し
て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

街
路
灯
及
び
防
犯
灯
の

電
気
料
金
前
払
に
つ
い

て

☆　

 

男
女
共
同
参
画
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

今年３月に開級した「小張小児童クラブ ｣

染谷　礼子　議員

放課後児童クラブの
保護者負担金について
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●
古
川
議
員　

４
月
か
ら
要

介
護
認
定
制
度
の
見
直
し
が

さ
れ
、
第
１
次
審
査
の
調
査

項
目
が
85
か
ら
75
項
目
に
減

り
、
ま
た
、
調
査
員
の｢

で

き
る｣｢

で
き
な
い｣｢

介
護

に
含
む
か
否
か｣

等
の
判
断

基
準
も
変
更
し
た
こ
と
で
、

利
用
者
の
生
活
実
態
は
変
わ

ら
な
い
の
に
介
護
度
が
軽
度

に
な
り
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
事

態
が
起
き
て
い
る
。
当
市
の

４
、５
月
の
認
定
審
査
結
果
は

74
人
の
更
新
者
の
う
ち
28
人

が
軽
度
、
15
人
が
重
度
に
認

定
さ
れ
た
が
、
市
は
今
回
の

見
直
し
を
ど
う
見
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
厚
労
省
は
介
護

●
川
上
議
員　

Ｔ
Ｘ
沿
線

開
発
は
、
計
画
人
口
10
万
人

に
対
し
て
昨
年
10
月
時
点

で
１
万
人
、
７
地
区
の
平
均

整
備
率
は
わ
ず
か
２
割
で
あ

る
。
県
の
負
担
は
区
画
整
理

事
業
の
１
千
億
円
に
加
え
、

地
価
下
落
に
よ
る
先
買
い
地

の
将
来
損
失
８
６
０
億
円
が

加
わ
る
。
し
か
し
、
地
価
下

落
が
続
け
ば
さ
ら
に
負
担
は

拡
大
し
、
県
か
ら
新
た
な
地

元
負
担
を
求
め
ら
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な
い
。
市
の
負

担
は
、
出
資
金
か
ら
試
算
す

る
と
２
４
０
億
円
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
現
実
を
踏

ま
え
、
将
来
を
見
越
し
た
計

画
の
見
直
し
を
県
に
求
め
て

川上　文子　議員

伊奈谷和原丘陵部開発
事業の見通しと、市の
対応について

い
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

Ｈ
17
年
に
県
が
作
っ
た
人
口

計
画
で
は
、
Ｈ
28
年
度
時
点

で
県
の
先
買
い
地
・
保
留
地

に
は
92
％
人
口
が
張
り
つ
く

が
、
民
有
地
は
17
％
し
か
張

り
つ
か
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
れ
で
は
、
市
の
計
画
は
作

れ
な
い
。
第
４
回
の
事
業
変

更
に
伴
う
正
確
な
人
口
計
画

見
込
み
を
県
に
出
さ
せ
、
そ

の
計
画
に
対
す
る
責
任
を
県

に
と
ら
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
が
如
何
か
。

●
市
長　

丘
陵
部
の
整
備

は
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約

73
％
の
進
捗
率
で
あ
り
、
守

谷
市
を
除
く
６
地
区
の
中
に

お
い
て
は
一
番
進
ん
で
い
る

と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
第
４

回
の
変
更
に
よ
り
事
業
費
の

削
減
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
今
後
も
充
分
注

意
し
な
が
ら
早
期
完
成
を
目

指
し
進
め
て
参
り
た
い
。
ま

た
、人
口
計
画
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
と
県
に
見
直
し
の

申
入
れ
を
し
、
そ
れ
に
よ
り

市
の
対
応
を
決
め
て
い
く
と

い
う
姿
勢
で
参
り
た
い
。

●
都
市
建
設
部
長　

丘
陵
部

の
使
用
収
益
を
開
始
し
て
い

る
宅
地
の
面
積
は
66 

ha
で
、

関
係
者
か
ら
の
指
摘
を
受
け
、

急
き
ょ
経
過
措
置
を
設
け
、

更
新
の
認
定
に
お
い
て
介
護

度
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
、

希
望
に
応
じ
て
前
の
介
護
度

を
認
定
で
き
る
こ
と
と
し
た

が
、
き
ち
ん
と
新
制
度
を
検

証
す
る
上
で
、
新
認
定
結
果

に
至
る
経
過
も
利
用
者
に
知

ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

●
保
健
福
祉
部
長　

新
し
い

要
介
護
認
定
シ
ス
テ
ム
は
、

今
ま
で
の
調
査
す
る
人
の
主

観
が
入
り
、
人
に
よ
っ
て
判

定
に
ば
ら
つ
き
が
出
る
も
の

を
国
が
見
直
し
、
客
観
的
に

判
定
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
な
お
、
新
認
定
結
果
に

至
る
経
過
を
利
用
者
に
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

２
次
判
定
の
段
階
で
申
請
者

の
希
望
を
加
味
し
て
調
整
し

て
お
り
、
結
果
的
に
は
今
ま

で
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
現
在
は

行
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

み
ら
い
平
駅
前
に
ト
イ

レ
の
整
備
を
求
め
る

☆　

 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
へ
の
助
成
に
つ
い
て

宅
地
全
体
の
45
％
が
使
用
可

能
な
状
況
で
あ
る
。
な
お
、

面
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在

進
め
ら
れ
て
い
る
事
業
を
Ｈ

24
年
度
末
ま
で
に
県
に
完
了

し
て
い
た
だ
き
、
計
画
を
促

進
し
て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 ｢

暮
ら
し
、
雇
用
、
経

営
を
守
る
た
め
の
緊
急

要
望
書｣

に
対
す
る
３

月
議
会
以
降
の
取
り
組

み
状
況
は

☆　

 

就
学
援
助
制
度
は
世
帯

の
生
活
実
態
に
あ
わ
せ

て
対
応
を

古川　よし枝　議員

介護保険について
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な
い
。
幕
藩
体
制
の
ほ
こ
ろ

び
が
大
き
く
な
り
、
鎖
国
制

が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
多

難
な
時
代
、
明
治
維
新
と
い

う
大
き
な
改
革
が
あ
っ
た
本

県
に
お
い
て
も
、
徳
川
斉
昭

公
、
藤
田
東
湖
達
の
活
躍
が

見
直
さ
れ
て
い
る
。
先
人
に

学
び
、
職
員
は
公
僕
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。

●
総
務
部
長　

市
と
し
て

は
、
行
財
政
改
革
の
指
針
と

な
る
市
行
財
政
改
革
大
綱
及

び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
全
庁
的
に
行
財
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
る
。な
お
、

総
務
部
と
し
て
は
、
行
政
評

価
の
観
点
か
ら
事
務
事
業
等

の
検
証
、
評
価
等
を
行
い
、

整
理
、
コ
ス
ト
縮
減
を
図
っ

て
参
り
た
い
。
ま
た
、
財
源

確
保
の
観
点
か
ら
、
市
税
収

納
率
の
維
持
向
上
に
努
め
、

併
せ
て
、
人
件
費
の
削
減
に

つ
い
て
、
定
員
管
理
の
適
正

化
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的

な
職
員
定
数
管
理
を
行
っ
て

い
き
た
い
。
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
、
研
修
基
本
計
画
や

人
材
育
成
の
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
職
員
の
定
員
管
理
及

び
人
材
育
成
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
。

●
市
民
経
済
部
長　

市
民
経

済
部
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
市
民
満
足
度
調
査
の

検
討
と
し
て
市
民
窓
口
課
に

お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
95
％
程
度
の
満
足
で
き

る
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
生
活
環
境
課
に
お
い
て

は
、
常
総
広
域
に
お
け
る
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
、
可
燃
ご

み
減
量
化
対
策
を
推
進
し
、

順
調
に
運
営
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
低

炭
素
社
会
実
現
の
た
め
、
市

庁
舎
に
ゴ
ー
ヤ
の
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
施
す
ほ
か
、
ご

み
減
量
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
の

中
止
を
市
内
商
店
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
な
お
、
ご
み

や
地
球
温
暖
化
問
題
に
あ
た

り
、
市
民
協
働
は
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。

●
保
健
福
祉
部
長　

保
健
福

祉
部
に
お
い
て
は
、
市
民
に

密
着
し
た
業
務
が
多
い
こ
と

か
ら
、
事
務
事
業
の
精
査
を

実
施
し
た
い
。
ま
た
、
人
事

考
課
に
よ
る
職
員
の
資
質
の

向
上
は
、
行
革
を
進
め
る
上

で
必
要
不
可
欠
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
広

報
紙
以
外
の
方
法
も
用
い
て

情
報
公
開
を
行
い
、
行
革
を

進
め
て
参
り
た
い
。
な
お
、

保
健
福
祉
の
各
部
署
は
市
民

と
じ
か
に
接
す
る
窓
口
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
職
員
が
来
庁

者
側
に
立
っ
て
対
応
す
る
こ

と
を
実
践
し
た
い
。

●
都
市
建
設
部
長　

建
設
部

門
に
お
い
て
は
、
新
た
に
建

設
す
る
施
設
に
つ
い
て
、
工

法
や
使
用
す
る
材
料
、
価
格

な
ど
を
比
較
検
討
し
、
事
業

費
の
削
減
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
現
在
管

理
し
て
い
る
道
路
、
公
園
、

上
下
水
道
施
設
等
に
つ
い

て
、
適
切
に
管
理
し
長
く
使

用
し
て
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
の
削
減
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
公
共
施
設
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
、
あ
ら

ゆ
る
施
設
の
利
用
者
の
増
加

策
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、

公
園
な
ど
の
維
持
管
理
に
市

民
の
協
力
を
お
願
い
し
、
効

率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
て

参
り
た
い
。

●
教
育
次
長　

教
育
委
員
会

の
各
部
署
が
管
理
す
る
た

く
さ
ん
の
施
設
の
利
用
促

進
、
及
び
維
持
管
理
が
課
題

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
は
業

務
の
改
革
、
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と

を
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
な
お
、
学
校
教
育
の

耐
震
補
強
の
問
題
は
、
最
大

の
努
力
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
臨
ん
で
い
る
。
ま

た
、
生
涯
学
習
で
は
、
事
業

開
催
に
お
い
て
何
日
も
事
務

の
投
入
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
人
材
育
成
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
。

●
市
長　

税
収
の
落
ち
込
み

が
予
想
さ
れ
、
さ
ら
な
る
行

財
政
改
革
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
な
お
、

現
在
の
市
行
財
政
改
革
大
綱

及
び
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
が

今
年
度
終
わ
る
こ
と
か
ら
、

Ｈ
22
年
度
を
基
点
と
し
た
新

た
な
大
綱
及
び
プ
ラ
ン
を
本

年
度
中
に
策
定
し
、
引
き
続

き
強
力
に
当
市
の
行
財
政
改

革
を
推
進
し
、
簡
素
で
効
率

的
、
効
果
的
な
行
政
運
営
を

図
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
参
り
た
い
。

●
山
崎
議
員　

行
政
改
革
は

市
長
の
考
え
方
が
大
き
く
反

映
さ
れ
る
が
、
各
部
署
に
お

い
て
も
一
般
職
員
の
ア
イ
デ

ア
あ
る
い
は
考
え
、
や
る
気

を
引
き
出
す
べ
き
だ
が
、
各

部
長
の
抱
負
並
び
に
計
画
を

伺
い
た
い
。行
政
改
革
に
は
、

ま
ず
人
件
費
の
削
減
を
図
る

べ
き
で
、
職
員
の
新
規
採
用

は
な
る
べ
く
控
え
、
特
に
リ

タ
イ
ヤ
し
た
人
達
の
中
か
ら

各
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を

選
び
、
パ
ー
ト
等
で
雇
用
す

べ
き
だ
と
思
う
。
改
革
は
古

今
東
西
を
問
わ
ず
多
数
の
人

達
に
痛
み
を
与
え
、
ま
た
、

思
い
切
っ
た
決
断
力
と
住
民

の
協
力
無
し
で
は
効
果
が
出

山崎　貞美　議員

行政改革について
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請
願
第
２
号

介
護
保
険
に
関
す
る
請
願

＊ 

川
上
議
員
か
ら
賛
成
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

請
願
第
４
号

農
地
法
の｢

改
正｣

に
反

対
す
る
請
願

＊ 

古
川
議
員
か
ら
賛
成
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

討
論
討
論
討
論

会議録の公開
について

　

本
会
議
の
会
議
録
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
市
立
図
書
館
及
び
議
会
事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
最
新
の
会
議
録
の
公
開
開
始
は
、
各
定
例
会
終
了
か

ら
３
ヵ
月
後
と
な
り
ま
す
。

◆ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

録
画
中
継
を
開
始

し
ま
し
た

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
で
は
、

「
市
民
に
身
近
な
、
開
か
れ
た
議

会
」
を
目
指
し
、
平
成
21
年
３
月

定
例
会
分
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
試
験

的
に
一
般
質
問
の
録
画
中
継
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
の
試
み
は
、
市

の
重
要
な
課
題
は
何
か
を
多
く
の

市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
情
報

の
公
開
と
共
有
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
映
像

は
質
問
ご
と
に
編
集
し
て
お
り
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
映
像
の
掲
載

期
間
は
１
年
と
な
り
ま
す
。
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

平成21年度

議員研修会を開催しました
つくばみらい市議会主催
平成２1年７月15日（水）
於：板橋コミュニティセンター（多目的室）

　「地方議会改革の現状と議会運営について」と題し、
全国都道府県議会議長会　元議事調査部長の野村稔氏を
講師に、地方議会の役割や本会議の運営などの内容で研
修会を開催しました。
　講師の「市民の目線で、言葉で質問し、市の政策に
生かすべき」との言葉は印象的で有意義な講演でした。

永
年
勤
続
議
員
表
彰

　

こ
の
度
、
次
の
議
員
が
、

全
国
市
議
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績
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永
年
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続
表
彰
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受
け
ま
し
た
。
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谷和原中学校３年生２組のみなさん
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小中小中学生のみなさんが議会を見学学生のみなさんが議会を見学!!!!

　市立谷和原中学校（大河原校長）の３年生、三島小学校（須藤校長）６年生、小張小学校（直井校長）
５・６年生、東小学校（吉江校長）６年生のみなさんが、議会の一般質問を傍聴しました。
　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。
　なお、市議会では、21世紀を担う子供達に小中学生の時代から議会に興味を持っていただき、市民
にとってより一層身近で親しみやすい議会を目指す取り組みをＨ 20年度より開始し、市内小中学校単
位での本会議傍聴を促進しています。

谷和原中　３年１組　川
かわさき

崎　宏
ひろのぶ

修さん

市議会を見学して
　市議会を見学して、僕はとても感心しまし
た。質問をする議員さんも、それに応答する
教育長さんなども、決められた題について、
全員が真剣に取り組んでいて、発表する人、
答える人の堂々とした態度、話し方で、物事
に意見する姿は、参考にしてみたいと思いま
した。内容も分かりやすく、学校給食の自校
化、それにともない起こるメリット、デメリッ
トについて、費用や施設、器具等、本当に実
現した場合を想定した、小さな所までしっか
りとした話し合いをしていて、傍聴席で聞い
ていても、こういう風にしてはどうなのだろ
うか、と深く考えさせられました。今回、市
議会を見学して、色々な事を学ぶことができ、
とても有意義でした。

谷和原中学校３年生１組のみなさん

谷和原中　３年２組　浜
はま

野
の

　美
み

咲
さき

さん

市議会を見学して
　私は市議会を見学して、議員さんたちはつく
ばみらい市のことをよく考えているんだなあと思
いました。道路の事では、すごく質問したりして
いて、その答えもちゃんとしていて、よく準備し
ているんだなあと思いました。公園の事に関して
も話していて、私は子どもが多くいる地域に公園
を作ればいいんじゃないかなと思いました。もし、
私が議員だったとしたら、「どうして明るいとこ
ろなのに電灯があって、暗い田んぼの方には電
灯がないのかな｣と質問したいです。この事につ
いて、誰か議員さんが話してくれればと思います。
今日は、話の内容がよくわからなかったので、も
う少し大きくなったら、また行ってみたいです。
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三島小学校６年生１組のみなさん

三島小　６年１組　熊
くまがわ

川　貴
たか

哉
や

さん

市議会ってすごい
　ぼくは、市議会でたくさんの人たちが話し合っていて、すごいと思
いました。あと、つくばみらい市のためにここまでがんばっていて、
なぜ？と思いました。なぜなら、別につくばみらい市のために話し合っ
たりするのは、いやだとかめんどくさいとか思うはずなのに、話し合っ
たりしている所を見て、ありがたいという気持ちもあれば、すごいと
も思いました。市議会を見て思ったことは、内容がむずかしいという
ことです。ぼくは、きいていて正直、なにを言っているのかよく分か
りませんでした。でも今度は、内容を分かりたいです。市議会を見て、
ここまでもつくばみらい市のことを思っているのが、とてもすごくて
ありがたいということでいっぱいでした。

小張小学校６年１組のみなさん

小張小　６年１組　張
はりがえ

替　麻
ま り

里さん

市議会を見学して
　私が、市議会を見学して思ったことは、まず議会場です。議会場は、
自分で想像していたより小さかったのに、議員さんをはじめ、話し合
いを行っている人数は、４２人もいたのでおどろきました。市議会の
方々も、すごく態度が良くて、話がとても聞きやすかったです。話し
合いは、意見をおたがいに言い合って、話し合いの結果がどうまとまっ
ていくのか、すごく勉強になりました。私は、市議会に行っていろい
ろなことが分かって、市議会の人はすごく工夫をして話してるんだな
と思いました。

小張小学校５年生１組のみなさん

小張小　５年１組　木
き

村
むら

　成
なる

美
み

さん

市議会を見学して
　わたしは、初めて市議会に行きました。議長さんや議員さんたちが市
のために話し合っていて、こうやって市が住みやすいようになっている
んだぁすごいなぁと思いました。会議をやっている時に、議長さんが中
心になって会議を進めていることがわかりました。質問をしたり、答え
たりして、会議をしている人たちは、すぐ答えたりできてすごいなぁと
思いました。会議をやる時に、質問の答えを紙に書いているところを見て、
市議会はたいへんな会議なんだなぁと思いました。議員さんや議長さん
は、こんなにたいへんな会議をやっていて、たいへんそうだなぁと思い
ました。これからも、安心した市にできるようにがんばってください。

東小学校６年１組のみなさん

東小　６年１組　中
なかやま

山　綾
あや

乃
の

さん

市議会を見学して
　わたしが市議会の傍聴をした感想は、３つあります。１つ目は、女性議
員がいたことです。わたしは、みんな男性議員なのかと思っていました。
質問したいことは、バンバン言って素晴らしかったです。２つ目は、市の
職員の役割です。わたしは最初、市長、副市長、教育長ぐらいしか知りま
せんでした。でも実際はもっとたくさんの役割があることを知りました。
３つ目は、とても時間厳守だったことです。議員１人あたりの質問時間は、
市長などの答弁を含め１時間となっており、時間が過ぎそうになると「○
○さん、あと〇分〇秒です」と議長が議員に教えていました。これからも、
議員さんと市の職員には、つくばみらい市のためにがんばってほしいです。
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市議会を傍聴しませんか !!

○○ご意見ご感想をお寄せくださいご意見ご感想をお寄せください○○
 『議会だより』についてのご意見・ご感想をお寄せください。今後の本紙編集の参考にさせて
いただきます。また、議会についてのご意見等ありましたら併せてお聞かせください。
　〒 300-2492　つくばみらい市加藤 237番地　つくばみらい市役所　議会事務局まで
　☎58-2111　FAX20-5760　Eメール gikai01@city.tsukubamirai.lg.jp

会期日程のお知らせ

　日程等については変更になる場合があります。なお、会期日程については、
議会運営委員会（通常は開会日の７日前に開催）で協議され、定例会初日
の本会議で決定されますので、事前に議会事務局までお問い合わせ下さい。

議会ＴＶ放映中

議
会
開
会
中
、
伊
奈
庁
舎
及

び
谷
和
原
庁
舎
の
ロ
ビ
ー
に

設
置
し
て
あ
る
テ
レ
ビ
で
、

本
会
議
の
様
子
を
生
中
継
し

て
い
ま
す
。

視
聴
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

平成21年第３回定例会は、次のとおり開催される予定です。

　

田
や
木
々
の
深
緑
美
し

く
、
６
月
定
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
定
例
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も
、

市
内
小
中
学
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の
児
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生

徒
の
皆
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熱
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に
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ま
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た
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て
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現
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、
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域
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活
性
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ま
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商
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ア
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市
内
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。
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地
球
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・

安
心
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き
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か
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国
か
ら
の
「
地
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活
性
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・

経
済
危
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け
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Ｈ
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年
度
補
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や
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す
。

　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

副
委
員
長　

秋
田
政
夫

月日 曜日 会議 内　　　　　容
９月２日 水

本会議
開会

９月３日 木 一般質問
９月４日 金 一般質問、議案の委員会付託
９月７日 月

常任委員会 総務常任委員会、教育民生常任委員会、  
経済常任委員会９月８日 火

９月９日 水
９月11日 金

特別委員会 決算特別委員会９月14日 月
９月15日 火
９月17日 木 本会議 委員長報告、質疑、討論、採決、閉会

あ
な
た
の
写
真
を
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

掲
載
写
真
募
集
！

議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴することができます。
◎傍聴の手続き
　傍聴は、先着順で傍聴券に住所、氏名、年齢をご記入して
いただくだけで、傍聴席（定員50人）に入場できます。なお、
常任委員会等の傍聴席は、定員５人となっています。
◎傍聴場所
　つくばみらい市の議会は、谷和原庁舎３階です。

◎第２回臨時会　傍聴者数　延べ　１人

◎第２回定例会　傍聴者数　延べ 167 人（内小中学生１42 人）

◎第３回臨時会　傍聴者数　延べ　０人


